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Clinical evaluation of rifampicin for  urinary tract infection was made by means of a double
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blind method with aminobenzylpenicillin as a control drug. The following results were obtained. 

Rifampicin was administered to 72 cases and  aminobenzylpenicillin to 67 cases. Clinical effects 

of both were comparatively studied, and there was no statistical difference between both groups. 

Both groups were  proVed to consist of similar grade of  urinary tract  infection as to  symptOms 

and signs. No serious side effects were observed. From the above results, this new antibiotic, 

rifampicin, may be entitled to join in the battle against urinary infection.

は じ め に

Rifampicin(以 下RFPと 略)は1967年 イ タ

リア のLepetit社 に お い て,研 究 開発 され た 新

し い半 合 成 の抗 生 物 質 でStrePtomycesmediter-

raneiか ら発 見 され たrifamycinSVの 新 し

い 誘 導 体 で あ る1).

本 剤 に 関 して は す でに 基 礎 的 お よび 臨 床 的 研

究 が 数 多 く報 告 され,経 口投与 に よ る有 効 性 が

高 く評価 され て い る,と くに グ ラ ム陽 性 菌 に 関

す る強 い 抗菌 力 は 大 い に期 待 され る と ころ で あ

る2・3)

今 回わ れ わ れ は本 剤 の尿 路 感 染 症 に対 す る治

療 効 果 に つ い て,わ れ わ れ が 日常 繁 用 し て い る

薬 剤 の1つ で あ るaminobenzyl-penicillin(以

下AB-PCと 略)と 比 較 し なが ら検 討 し たの で

これ らの 結 果 につ い て報 告 す る.

方 法 お よび 対 象

1)投 与 対 象

投与対象は泌尿器科領域の感染症139例 で,い ずれ

も1969年6月 より1970年9月 にかけ て下記 の5つ の病

院 にて尿路感染症 と診断 された もので,薬 剤投与群別

の うちわけはRFP投 与群で72例,AB-PC投 与群で

67例 であった.

臨床検討実施施設

京 都 大 学 泌 尿 器 科

倉 敷 中 央 病 院 泌 尿 器 科

北 野 病 院 泌 尿 器 科

国立 京 都 病 院 泌 尿 器 科

京 都 市立 病 院 泌 尿 羅 科

これ ら各薬剤投与・群 の治療前の状態(背 景 因子)を

比較す るとTable1の ごと くであ り,投 与対象疾患

の種類 および数,合 併症の有無,起 炎菌のバラツキな

どに各群 ともかたよ りがな く,ほ ぼ同程度 の疾患群で

あった(P>O.05).

なお,当 初計画 した症例数は各群 それぞれ120例 で

あ ったが,薬 剤を投与 したが再来せず薬効判定ができ

なか った症例 がRFP .投与群で8例 ・AB-PC投 与群

で13例 であった.ま た薬剤の未使用の ものは両群あわ

せて80例 分であ った,

Tablel

RFP,AB-PC投 与症例群の治療前 の状態 の比較

lRFP投 与群 ・B-PC投 与群

撃 合 計 一2例 ・・例

藝 婁1::・ll

疾 、膀 胱 炎56(28)57(32)腎

孟 腎 炎11(4)9(5)

前 立 腺 炎4(3)11

尿 道 炎
,ll

患 合 計i・2例(35刎 ・・例(37例)

E.coli・,40～ ・32

Serratia13

Enterococcusl3

起 ・吻 ・儲 妥:)36

Rettぎenetla5tt4

Providentia1

炎Kl・b・i・lla13i2 ミ
Pseudomonas7[3

ε∫7蜘 ωぬ3{1

StaPhylococcus76菌

Gonococcus2

混 合 感 染1

合 計169株i62株

0合 併症あ る症例

2)薬 剤の投与方法

、評髄を より客観的に おこな うためdoubleblind法

(ご 亜盲検法)に よった.す なわちRFP,AB-PCを

同様の カプセルに 充填 し,RFPは1回2カ プセル

(300mg)i1日2回(朝 食後お よび夕食後),AB-PC

は1回1カ プセル(250mg)を1日4回6時 間 ごと投

与 とし,投 与 日数はすべて5日 間 とした.

doubleblind法 か ら考慮す るなら当然 同一服用法に

よるぺきであ ろ うが,AB-PCは1日4回 の分服投与
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1回服服 癬 方測 投与欄
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RFP捜 写篠 ㍉56茄9又2ca戸 陶'

AB・PC投 与群 250mg×ICaP

「泊2回

1日4回

5日 間

が最 も臨床効果を高め るとされ,一 方RFPは1日2

回の分服が良い とされているた め,わ れわれは封筒法

によって患老に投与 した.す なわ ち服用方法は外箱か

らは判明しない ように内側 の ビンの表面に記載明示 し

た,

患者への薬 剤の投 与は,第 三者に よ りatrandom

に作 られた薬 剤 コー ドナンバーに従 って投薬 し,一 部

入院患者で他 に感染症を もたない症例で,尿 路感染症

を併発した症例に も使用 した.

なお,実 験 中は抗菌力に影響を およぼす薬剤の併用

は控えた.

また,本 実験の実施に 当っては各病院担当医師の出

席の もとに 数回打合せ会を 開 き 治験計画につき 検討

し,臨 床 カー ドを作成 し,検 査項 目ならびに効果判定

基準の統一を計 った,

3)観 察 項 目

観察項 目は尿中細菌の定量培養,尿 中の白血球数,

菌の感受性試験(RFPの み希釈法に より,他 はすべ

て1濃 度disc法 に よった)な らびにS-GOT,S-GPT,

alkalinephosphatase,血 中白血球数などの他覚所見

のほか㌃ 自覚 症抹 では排犀癒 頻尿,膀 胱部圧痛,尿

の よごれにつき検討 した.こ れ らの観察項 目はいずれ

も治療前 と薬剤を5日 間投与した翌 目(第6病 日)に

検査 した.

4)効 果 判 定

薬効の判定は投薬前,後 の尿中細菌と尿沈渣所見 を

主 として検討 し,あ わせ て臨床症状の推移を参考 とし

て総合効果 を判定 した.

すなわち,尿 中細菌が陰性 化し,か つ臨床症状が消

失 した例を著効(珊),菌 陰性化 とならなかったが,

尿中白血球が減少 し,か つ臨床症状が緩 解した例を有

効(朴),尿 所見お よび臨 床症状があ る程度改善 した

例をやや有効(+),症 例が全 く好転しなか った もの

を無効(一)と した,

また,自 覚症状は患者 からの訴えによ り,訴 えが強

かったものを重症(粁),訴 えがあったがそれほ どで

なかった ものを軽症(+)と した.

尿中の細菌数は定量培養 および検鏡 に よってお こな

い,検 鏡に よる尿中の細 菌数お よび尿中白血球数の表

示はつ ぎの ごとくとした,

尿 中 細 菌

十什 視野一面に多数の細菌のみられ るもの

粁 毎視野確実に1コ 以上見え るか,ま たは よ くさが

RFρ 投与群

著 効
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Table2RFP,AB-PC投 与 症 例 一 覧

イ)RFP投 与 群

Cord
iI性I

No.…

,IF

・i・

5iF

6

8

10

12

14

16

18

22

23

26

29

30

31

34

37

41

45

49

55

56

57

60

62

63

64

67

68

70

71

72

73

74

78

81

83

86

87

89

91

92

93

95

M

M
　

「M

M

M

M

M

M

M

F

F

M

M

M

F

M

M

M

M

M

F

M

M

M

M

M

F

M

F

F

M

M
lM

F

F

F

F

F

F

F

F

年令

22

38

55

76

52

72

62

42

78

72

78

42

32

27

44

76

71

67

62

30

47

18

76

22

73

64

44

80

52

45

70

34

23

22

72

19

34

53

24

30

58

25

27

36

Fl55

診 断

合

併

瞬1
Cystitis

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Pyelonephritis

Cystitis

〃

〃

Pyelonephritis

Cystitis

〃

Urethritis

Cystitis

〃
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Cystitis

Pyelonephritis

Cystitis
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Cystitis

〃

〃

〃

〃

〃

Pyelonephritis

Cystitis

〃

〃

〃

〃

〃

Prostatitis
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〃
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〃

Cystitis

〃

〃

〃

L

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

○

○

○

○

○

○

○

.0

0

iO

起 炎 菌

尿 中

細菌 数

lm1

E.coli

E.coli

Proteus

Kleうsielta

Rettgerella

Pseudomonas

1～et彦8eγella

Pseudomona3

Rettgere〃a

Serratia

Rettgere〃 σ

E.coli

〃

StaPhylOCOCCUS
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E.coli

〃

Pse御do〃tonas
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〃

〃
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E.60琵
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E.coli

〃

〃

〃
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Gonococcus
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E.coli
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〃

〃

〃

1107
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〃
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〃
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〃
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薬 剤 感'受 性
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*各 項 目とも左側は治療 前
,右 側は治療後.

自 覚、 症 状*
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什+

十 一

十 一

什 一

十 一

50005400

62007000

97007000

92007000

60007000

1140009600

98007700

1

草 工1世129。,1'1,i184'95'28400780C

H升i朴 一11815…181115・65・8168005500

升 一[一 一

惜+1+一

++1+一

卦 一 廿 一

+一 隅 一

十 一

十 十

廿 一

卦 一

什 一

升 一

十 一

十 一

.什 ■ 惜 升

十 ←

卦 什

卦 一

甘 一

卦 卦

甘 一

什 一

柵 一

昔+

十

十

十 一

十 十

±

2529ti3141431gOO。4700

1514iL113154i800Q7000
,Ill

:1;1脂1別:1鵜81:1
　 　

i

25i131413・74・OI58006400
1

1920186143.8i64005400
　 　 　

1214…46…87i50504500

9261123、1551・3…5・ ・　 　
121511816i3。55.ll5SOO560011

2221

2826

4236

2220

1115

2426

1516

9101813
1

+土ll9

-+i

1816

3024

4142

1815

110

1819

58

9

7。36.557006200

・5 ,75.651006400

3.14.972008000

4.34.1123005100

5.75.251005800

4.24.,1
4.13.8

3.53.6

8

54004800

51004600

4500

3850

十

十

十

十

十

十

十

惜

十

判一

十

冊

冊

十

十

+(胃)

+(胃)

+(胃)

+(胃)

+(胃)
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Cord

No.

98

101

105

106

108

110

112

114

116

121

122

125

130

131

132

134

136

137

147

148

150

152

154

156

157

158

159

性

F

F

F

M

F

F

M

M

F

F

F

F

M

F

M

M

M

F

M

M

F

F

F

F

F

年令 診 .断,

25

21

32

67

27

23

62

66

24

44

35

21

47

47

48

36

65

25

44

33

64

23、

・・1

501

371

Cystitis

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Prostatitis

Cystitis

〃

〃

〃

Pyelonephritis

Cystitis

〃

Prostatitis

Cystitis

〃

〃

Prostatitis

Cystitis

〃

〃

〃

〃

〃

〃

合

併
症

○

○

○

O

Igl

・

β
1;

8i
…○

起 炎 函

E.coli

〃

(一)

PseudDmonas

E.coli

〃

〃

Proteus

StaPh.epid.

Proteus

E.coli

〃

〃

〃

GonOCO`CUS

StrePt.viγid.

lE・coli

〃

StaPh.epider.

IE・col'

Il

;

1;

尿 中

礪 数
ml 、

10万 以上

18086

(一)

IO万 以上

〃

10万 以 上

39万

2.1×105

5×106

多劃
i2.9×105

少 数

many

9×105

800

17・8x106i

3×IO4

t

薬 剤 感 受 性
RA
'F -1BP

P・IC

6.2

100

(柵)
LOOO>

50

5

100

6.2

100

50以 上

50

100

3」2i

25i

3.6>l

ll,5

125
50

1

'

(一)

十

冊

十

7・IO・150

や や 多 魏3.12

1001_

£
P

Mil
Fl86'

　

回
iO旨

(1)

謄1酬 期

十

掛

レ
升

冊

冊

(卦)

、T

C

十

十

十

・階

辮

,冊

十

(昔)

掛

C
闇E"

R

十

十

(什)

磯
.士

十

十

十

十

十

十

十

十卜

+i

刑
+1

十

十

(+)

十

..K、

M

_1_

廷
レ什

十

..N。.

・A

甚'

十

十

冊

柵

μ)AB-PC投 与 群

驚幽 診 噺 炎縄
薬 剤 感 受 性

1棚 ε
21F[5-Cy・titi,dE.c。li

・ 岡3司 …1・n・ph・・t・・■ 〃

11i鵬Cyst芳isβ 撫`Zσ
131Mi48:〃10

、E吻 γ… 蜘 ・

1調 釜■ …81灘翫3
21iMi43旨Py・1・neph・iti・ ゆ …R惣 ・励

27 .M1681CystitisO〃

28M72〃OPseudomonas

32M72〃01～ettgerella

33M28〃OP70蜘3

35F32〃OE.coli

36M62〃-Protθusm吻 ゐ,

}1∵22門 轡

::iiilili::調1
　

2.6×10?50-一 一

。。6 .3冊 掛 一

。。125___

無 数50-一+

5,5×10750-十 十

1.8×1086.3-一 一

2.6×108200-一 一

1046.25柵 一 一

1.5×10612.5一 十什 十卜

C
E
R

十

轟1豊1購
十

冊

副

=i

■
-i

再
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自 覚 症 状*

排尿痛

甘 一

十 一

十 十

十 十

十 一

十 一

昔+

十 一

十 一

頻 尿

1

++(一)一
　

什+[+一
…十 一 十 一

十 十 十 一

十 一 一 一

十 一 十 一

十 十 十 一

十 一:十 十

刊一 一

十 一

十 一

升 一

十 一

十 一

(一)一

十 一

膀胱部
圧 痛

尿 の
よごれ

1十
一.

十 一

(+)一

十 一

(一)一

(一)一

(+)一

(+)一

(+)一

十 一

十 一

昔 一

一ト ー

十 一

十 一

十 一

十 一

升 一

什 一

ヨ十 一

十 一

十 一

尿 所 見* 肝 機

細 菌 数A・(tr球 蛋 白IS-GOTIS-GPTA1-ph・s:白 血 」緻1

+ト 隔 一+-1,5

　 じ 　

能*1血 中*[1

!i効 果i副作用

IlI

掛 督

十 一

十 十

十 一

十 一

十 十

碁 一

甘 一

升 一

十 一

十 一

掛+

十 十 ト

丹+

冊 一i

掛 一

柑 一

冊 一汁i

升 一

十 一

惜 一

冊 一

,惜+

冊 一

、惜 一

冊 帯

升+

++1

十 十

十
1

彗 士

升 土

十

十 十

十 一

十 一

柵 士

冊+

十 一

十 一

14

4437.5

11・813

12.5

96.5」5100

13
,51・I
lI≡1 芒

16110i5.51

1g.81・.5ii・3・ ・

2416.0

1214.0

15.5

46.5

1716

、土)(二)1‡=に=口_柵1鼎1,.。
　

‡:1+++-1
十 一

十 十

十 十

十 一

十 一

十 一

1… 汁
一 …+引b4 .o

+一 ト ■+-1+-1什 一i+-14.・1

-II-:1#]tli㍊ コ ー+26噸0

+++_丹 一+一 惜一
+++-1++1++隠1+

一+i--1--1+一 冊 一1　 　
‡ 土i‡:1‡=け ト1柑=i掌t:8:ll

l..1

し十 十20
.O

--3330

●23
.O

i17

柵 「16・513
.0

十 一20.023
.5

十 一20.013
.0

十 一1619.5

22

・33■3321.5 1g…

11・51■ ・・57139・ ・i-

12.0110.513580+

23・8L3
.。6・ ・5・5i485・47・ ・1掛

99・018・08・09600+

18.5i9.520000十 十

…5!2・ ・li升1

;

13.。il。.5182。 。 一　 　
2119!6-il7350

　
12・OI5

.・ig・09・ 蹄0[

17・O… ・945・ …荘

、18;:・`ill:911・5

11.07.・16.・6.・965・58・ ・i升

18・・21
.。レ ・58・5・598・565・ 什

駿liilil藩;li隷

】冊i-

635・i・(胃 士発>

i

オ

十1-

一 一

　

3100… 升 一
1

+1-
　

、柵1一

、+(胃)

99 .12-{1230052301珊i-

+1一

升1-

Im
i380052501十VI-

、85。315。1拐 一

」

に

自 覚 症 状*尿 所 見* 肝 機 能*

繍[頻 尿 騰 繋 蹴i白 血球i蛋 白S-・・TiS-…1・1-ph・s

升 一 悟+1--1+一 田 一 睡 ・1+一[・ ・26.・128・53・.5i12・ ・ll.5…81・ ・ ・… 階

t:lt:ヒ=1真 耳帽 撫 主=1、。35k。i6168…48。 。12。。。旨...II

李∴ ‡1二工1‡亡

‡t晴 ‡;=:i掌 葉、

++t++1++1
ト

李 ‡は 中;;1
十 十 十 十 一 一

+一:什 一 一 一

+刊++一 一

升 十卜

什 十ト

十 十

升 升

粁 粁

什 一

十 一

血 中*1

白血球数i

L効果副作用
I
I

II

糊 鋼 二=1311:,1:4:1'1'"188.灘i=!

冊 州 什 粁
冊 一 柵+

掛 什

冊 冊

冊 冊

惜 措

掛 掛

升+

十 一

柵 帯

掛 構

得 掛

冊 帯

冊 冊

椙 卦

卦 一

1二=ll瀧 鎚 ㍊1謝 再ヒ
iI.21

真 「::i21ig;:鷹;:1:1:1:口 二
十 十1910415911「i200010000_1_

一 一4038352881178006000-十(田 肖)

-42393025.7978006000 -十(胃)

一 一171510115560006000十1-一

一3・25363・,g69…69・ ・H一
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Cord

No.

38

39

42

44

46

48

50

51

52

53

54

58

61

65

69

75

77

82

84

85

88

90

94

96

97

99

性

F

F

F

M

F

F

F

F

F

M

M

M

M

M

M

F

F

F

F

F

M

F

M

M

年令

57

31

50

26

26

60

23

60

60

55

64

67

28

35

41

29

54

52

診 断

Cystitis

〃

〃

〃

〃

Pyelonephritis

Cystitis

Pyelonephritis

〃

Cystitis

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Pyelonephritis

Cystitis

561〃

30i〃

24

61

28

69

〃

Pyelonephritis

Prostatitis

Pyelonephritis

Fl2・iCy・titi・
　

FI53〃…1

灘ll1.,,。1孟,ph,、,、sII
107.F、27:Cystitis

…

111{M

H31F

115F
　

117F
I

i

l23

109:Mヒ40

{1

1119
」F:38

1Fl3gl

124

]27

128

129

133

135

139

141

142

143

i44

57i

551

401

261

1
F{21i

Mi55
F

F

M

F

F

F

F

M

M

61

39

ア4

50

41

22

55

661

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

合

併

症

○

○

○

○

○

○

起 炎 菌

E.`oli

〃

〃

StrePtococcus

E.coli

〃

〃

〃

Pseudomonas

StaPh.epid.

E.coli

StaPhylococcus

E.coli

〃

En舌 θγ000`CUS

Providencia

E.coli

Pro彦eus

E.coli

白 色 ブ ドウ球 菌
Proteus

白 色 ブ ドウ球 菌S
taPhylococcus

Ktebsiella

一1〃
　

OIE.coli

一;〃

OIPseudomonas

OE.coli

OI.

○ … 〃
_1一

セ
ー1Proteus

01s'妙 ん.ゆ4・
り

一;E
,`oti

Oド'妙 んアz・ω・cus

--iProteUS7短 γαδ
,し

○

○

○

○

○

○

IE
.coli

〃

〃

〃

〃

〃

〃

StaPh.epid.

尿 中

細菌数

ml

1.2×107

多 数

〃

lO7

〃

多 数

L.2×108

少 数

多数
〃

i.3×105

多 数

〃

〃

〃

〃

少数

多数

少数
〃

10万以上

少数

多数

1O万以下

lO方以上

oo

lO万 以 上

薬 剤 感 受 性

R

F

P

lO万 以 上

3.12

12.5

6.25

3.12>

6.25

6.25

12.5

12,5

100

3.12>

25

3.12>

25

50

A
BP
lC

冊

C

P

冊

升

掛

矧 升

12・5十

12、5

6.25十

25

50十

3・12十

12.5

3.12十

6.25±

100

不 能+

25

25 十

SOPt9十

IOO惜

12.5t'

5r

30万 以 上llγ 以 下

1.1XIO650

7・1・613.12>

6.7×106

7.5×107

2.8xlO4

6.6×105

1,1×108

多 数

2.6×106

1。2× 】07

少数

25

6.25

25

50

6.25

25

12.5

6。25

3.12>

十

冊

十

十

十

十

十

T

C

十

十

冊

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

C

E
R

升

冊

冊

十

　 　

+1+i

-i十'

+i+
一.料一+

　

升 …+J

-1-

一 け'-

1

什

帯

升1+

十什 惜

調
剖+

升

十

惜

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十.

十

・「粁

冊

冊

冊

十

E

M

十

冊

十

十

O
L
M

十

十

十

十

十

十

十 一

十

十

十

十`1

十

十

十

十

十

十

十

十1

十

十

十.

十

柵

K
M

N

A

冊

冊

升

升

柑

十

升

十

十

十1

+i

十

十:

十1i

十

十

十

冊

冊

柵
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自 覚 症 状*

排尿痛

什 一

十 一

升+

什+

十 一

升+

什 一

什 一

升 一

十 十

昔+

粁 一

十 一

十 一

十 一

卦 一

十 十

升+

朴+

甘 丹

骨+

十 一

十 十

升 一

十 一

十 一

十 一

升 一

十 一

卦+

刑一 一

十 十

十 一

十 一

頻 尿

粁 一

十 一

升 一

昔 一

昔+

十 一

十 十

十 一

十 十

十 一

十 一

十 一

骨+

什 一

十 十

什 一

什 一

膀胱部
圧 痛

十 一

十 一

十 一

十 十

丹 一

十 一

十 一

十 一

尿 の
よごれ

十 十1

十 一

;=

」=コ

ll

十 一

十 一

十 一

十 一

十 一

十 一

丹 一

十 十

升 一

十 △

十 」

什 一

十 一

十 一

十 一

什 升

卦 一

十 十

十 十

十 十

卦 一

升 一

+一 一 一H十 一

一 一 μ 訓 卦_

尿 所 見* 肝 機 能*

細菌数

十 一

什 一

十 一

一 十

升 一

1
ト 匪 ■
一 一1+一

+一 由 一 一 冊 一

+-1+一 什 梓

+一 …+司+一

卦 一

惜+

惜 一

冊 一

冊+

冊 一

冊 一

掛 一

十 十

粁+

昔+

柑 一

卦+

十 十

十 一

十 一

朴+

十 一

十 一

十 十

十 十

十 十

十 一

十 十

什 一

粁+

辮+

升+

白血球

升 一

十 十

慢+

柵 一

什+

什 一

冊 一

柵 一

升 一

十 十

十 一

升+

丹+

柵 什

+甘

甘 一

冊+

甘 一

十 十

什 一

冊 甘

什+

丹 朴

昔 掛

升 一

朴 粁

骨 一

柵+

揖+

推+

惜 冊

柵 一

柵 一

冊+

蛋 白1S-GOT

冊+

十 一

升 一

十 一

卦 一

冊'一

十 一

十 十

十 十

十 十

升 一

十 十

十 十

十 一

十 一

丹 一

十 一

十 十

十 十

卦+

・冊 一

十

S・GPT

3536

3321

2627

1412

2426

2235

2529

2617

2235

2125

1924

3632

2612

1715

1915

1414

2628

1716

22221

2726

517

16161
78

20191

1615

2318

8101

28.5

13 1

2735

3917

2220

1614

1315

1820

1314

2212

1820

1920

1922

2320

2014

1011

3416

1011

1818

1210

Al-phos

1血 中*l

L

II9

56

68

89

46

88

43

67

88

610

88

46

79

55

4.64.6

6.57.0

7.06.5

;、.63.,

32301,.64.5
27183.73.6

527.08.9

386.45.8

10127r37.1

ト12615.96.2
131214.64.1

1
341616.36.0

白血球数

効果

80006200

640013400

60005400

54005600

66006200

70008400

90004700

60009700

70008400

640010600

52006000

60006000

54005600

60006000

52506700

82007400

60005600 、

38004600

73007500

68006200
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Cord

No.

145

146

149

151

153

155

性

F

F

F

F

F

F

年令

45

32

44

28

25

32

診 断

Cystitis

〃

〃

〃

〃

〃

合

併

症

○

○

○

○

○

○

起 炎 菌

E.eoli

〃

〃

〃

ProteUSmirab.

E.coli

尿 中

細菌数

m1

40万 以 上

4.8×105

4.8×107

3,5XlO5

1200

2,7×105

薬 剤 感 受 性

R

F

P

50μ9

、12,5

12.5

100Pt9

6.25

50μ9

A
BP
IC

什

冊

C

P

T
C

冊

升

C
E
R

什

E

M

十

十

十

O
L
M

K

M

N

A

冊

升

さねば見つからないがHaufenが 見え るもの

+ご く少数で よくさがさねぽみつからない し,Hau-

fenも ないもの

尿 中 白 血 球

帯 視野全体 をほ とん どす きまな く埋め るもの

井 血球の占める面積が視野の半分以上だが,視 野全

体を占めない もの

+30コ 以上 で血球の占める面積が視野の半分以下

あ る.こ の自 ・他覚所見 は治療前 と治療後の効果を比

較 し,変 化 した程度に よってTable4の ご とくに評

価 した.

成 績

Table5総 合効果 の比較

RFP投 与群

AB-PC投 与群

著列 鰍1や や醐 無列 合計

16

13

19

24

21

12

16

18

72

67

1)投 与症例ならびに臨床効果

全症例を一括 してTable2に 示す.こ れ らの症例

に ついて臨床効果を まとめる とTable3の ごと くで

Table3治 療効果(自 ・他覚症 状)の 比較一
排尿痛{罷讐 欝群

頻尿{器讐 讐群

腔胱灘 餐謄 鱒群

鷲 麗謄 簿群

播菌躍 欝 騨群
白血球麗腎 讐群

12

15

13

15

フ

5

13

13

15

16

22

17

37

33

25

21

23

23

30

3i

30

22

13
11

12

11

13

12

2

1

14

13

14

11

18

26

5

U

互8

13

11

8

19

18

40

38

15

10

4

6

1

0

72

67

70
66

72

67

72

67

68
66

72

67

Table4自 ・他覚所 見の治療前,後 の評価

これ らの検討項 目について両薬剤間の効果を比較 し

たが,推 計学的に有意の差はみ られなかった(P>0.

05).

また,総 合効果について もTable5に 示す ごとく

であ ったがRFP投 与群,AB-PC投 与群間に推計学

的に有意の差は認めえなかった.

変 化

3

2

1

0

e

治 療 前

冊

什

惜

十

惜

十

治 療 後

十

十

冊朴
または掛

± または井,柵

x言05(3)==7.81>x言=3.30

これ ら の結 果 か らRFPの1日 投 与 量600mgと

AB-PCの1日 投 与量1,000mgと が 対 応 した 効 果 を

示 す もの と考 え られ る.

2)抗 菌 力 と臨床 効 果

RFP投 与 群 に つ い てMICと 臨 床 効果 の 関連 に つ

い て検 討 した が,MICが25μ9/m1以 上 で も著 効,

有効 例 が14例 見 られ,し か も この うち13例 がE.coli

に よ る もの で あ った の は きわ め て 興 味 深 い こ とで あ っ

た(F㎏.1).

またAB・PC投 与 群 で は,disc感 受 性(一)ま た は

(+)で 有効 例 が8例 に み られた が,StaPhylOCOCCZtS

aureus2例,E.coli2例,Serratia,Enterococcus,

Klebsiella,Proteus各1例 であ った ,

な お,い ず れ の投 与 群 で もRett8erella,Klebsiella

には 効 果 は 思 わ し くな か っ た.

3)副 作用 な らび に 臨 床 検査 値 の検 討

臨 床 検査 値 に っい てS-GOT,S-GPT,alkal・ine

phosphataseに つ い て,ほ ぼ 全 症 例 に つ き検 討 した

(Fig.2～7).
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自 覚 症 状*

排尿痛

十 十

十 十

十 一

十

十 一

十 一

頻 尿

一 十

十

十

什

膀胱部
圧 痛

十

十

十

十

十

尿 の
よごれ

十

十

十

十

尿 所 見*

細菌数

冊

十

十

白血球

冊 一

惜+

惜 一

冊+

蛋 白

十

十 一

升+

十

肝 機 能*

S-GOT

1533

18

30.5

17.526

19.5

1513.5

S.GPT

1018

2424

11

21

9.59.0

A1-phos

6

6

4

8

7

4

6.5

血 中*

白血球数

効果

8250

665Q

565Q

9550

5400

6400

4350

5650

十

十

冊

冊

副作用

+(胃)

40

＼30

20

猛

4σ

30

20

前0後

Fig.2S-GOT(RFP投 与群)

/

一
前O

Fig.3s-GPT(RFP投 与 群)

これ らの症例の うち投与前値に くらべ,投 与後の検

査で異常に高い値を示 した症例 は少な く,S・GOTで

RFP投 与群に1例(22→45),S-GPTでRFP投 与

群に2例(14→36,12→34),AB-PC投 与群で1例

(12→43)認 められた程度であった.

また,副 作用 はRFP投 与群で12例(16.6%),AB一

犠 前o後

Fig.4Alkalinephosphatase

(RFP投 与群)

PC投 与群 では7例(10%)に 胃腸障 害を認 めたが,

いずれ も投与を中止す るにはいた らなかった。また,

両群に1例 ずつかゆみを訴 えた症例があった.

血 中 濃 度,尿 中 濃 度

RFPの 血中濃度,尿 中濃度につ き上記の臨床実験
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Fig.5S-GOT(AB-PC投 与 群)
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Fig.6S-GPT(AB-PC投 与 群)
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Fig,7Alkalinephosphatase

(AB-PC投 与 群)
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Fig.8リ フ ァ ン ピシ ンの 血 中濃 度
'300

mg経 口投 与1,2,4,6は 人 工透 析 患 者

・醤 肝

3,5は 健常人
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とは別に検討したのであわせて報告す る.

検定菌はStaPhylococcusaureus209P株 とし,薄

層cup法 に ょった.

血中濃度は個人差が相 当み られ,ピ ー クおよび平均

T/2も 正常者群,人 工透析患者群 とも大差 ない結果

をえた,こ の ことは木下 らの報 告とほぼ一致 している

(Fig.8),

尿中濃度は,腎 機能不全例 では健常人に くらべかな

り低い値を示 し,ピ ー ク時(3時 間)で も20mcg/m1

を示し,健 常人 のほぼ1/7～1/4く らいであ り,9時 間

値では8,1mcg/m1を 示 した(Fig・9).

切じ%

150

fOO

50

20

tβ

[

〆

健

常

人

1干製
、

t建常

人

012∠ 震 とメ 、「2

Fig.9RFP300mg内 服 時 の 尿 中 濃 度

また,尿 中 排 泄 量 は 健常 人2例 の平 均 で,12時 間 ま

でで56.7mg,18.9%の 排 泄 率 で あ った(Fig.10).t

考 按

441

15

%

ノo

j「

総 俳泄量56,ワm9

総 俳 泄 率1δ.9%
fO2

0020.～1.'

Fig.10

7,4

J一・i-22-4ε 一ehour

RFP300mg経 口投 与後 の尿 中 排 泄 率

(健 常 成 人2名 平 均)

/'

AB-PCは す ぐれ た合成のPC剤 として広 く尿路感

染症に使 用され てい るが,わ れわれは新 しい抗生物質

RFPに つい て,AB-PCと の臨床比較検討を加えた.

その結果,RFPとAB-PCと の間に推計学的に有

意 の差は認められなか った.

今回の検討では,急 性の単純性の膀胱 炎のほか,合

併症 を伴 った複雑性 の尿路感染症 もかな り含まれてい

る,こ のため無効例 もかな り多 く,従 来われわれが経

験した急性単純性膀胱炎での成績 よ りかな り悪い成績

であった.

かか る複雑性 の尿路感 染症 では基礎疾患の種類お よ

び程度に よって大 き く支配され,抗 生物質単独の投与

では良好な成績を得 ることはむずか しい.

と くに合併症 を伴 った腎孟 腎炎や慢性の膀胱炎 の症

例 では菌その ものに対す る感受性はあ って も,宿 主側

に何 らかの原因で無効例を示す ものがあ ることは多 く

のデータの示す ところであ る.

一方 ,最 近抗生物質の二重盲検法に よる比較検 討が

試みられ4・5),薬 剤 の効果判定につい てかな りつっこ

んだ検討が加えられ ている.

しかし,抗 生物質の薬効判定については,ま だ定ま

った ものがな く,多 くの試案がな され てい る6"8)こ

れ らの試案は,急 性の単純性膀胱炎についての検討が.

多 く,合 併症を伴った複雑性の尿路感染症 につい ては

こん この追求が待たれてい る.

われわれの今回の成績では,こ のよ うな合併症 を伴

った症例 も含めて検 討したのであるが,RFP投 与 群,

AB-PC投 与群 との間に 推計学的に 有意の差はな く,

いちお うRFPの600mgとAB-PCの1,000mgと.

が相応す る成績であつ、た,

ただ,RFP投 与群では患者 よ り尿が着 色す るとの

訴えがあ り,そ のため実験進行 中に明 らかにRFPが

投薬 された と思われ る症例 もあった.

ま と め

わ れ わ れ はRFPの 尿 路 感 染症 に対 す る効果

を,従 来 繁 用 し て き てい るAB-PCと 比 較 検討

す るた めdoubleblind法 に よ り,つ ぎの 成 績

を 得 た.

1.RFP投 与 群72例,AB-PC投 与 群 で は67

例 に・うき臨 床 効 果 を検 討 し た が,総 合効 果 に つ

い て両 投 与 群 の 間 に推 計 学 的 に 有 意 の 差 は認 め

え な か っ た.

2.自 覚 症 状,他 覚 症 状 に つ い て も それ ぞれ
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同様 検討 した が,両 投 与 群 に有 意 の差 は認 め え

な か っ た,

3.副 作 用 は と くに重 篤 な も のは な か っ た.

4.以 上 の 成績 よ りみ て 新 しい抗 生 物 質ri-

fampicinは か な り期待 し う る 薬 剤 と考 え られ

る,

(薬剤の提供を受けた第一製薬に謝意を表す)
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ma木 オミ/77乳_ゲ γC
包S2ml10管 ・100管,5m'5管 ・50管,20ml5管 ・30管

健 保 薬 価2rnl26円,5ml40円,20ml141円

● 内 服 療 法 に は

副腎皮質ホルモン療法,と くにその長期療法

に併用して,同剤の維持量を小量ならしめ,

後療法に用いて再発 。再燃を阻止し,同療法

の終結を確実ならしめる

召 盟番回=ノ錠
包 装30錠,100錠 」1000錠 」5000錠
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OJ4067【 文献 進 量 】

レ適応症

嬰
鵜論

篠

鞭ll轡

感冒,気 管支炎,喘 息,肝 炎,肝

障害,腎 炎,ネ フローゼ,血 管性

紫斑病,白 血球減少症,自 家中毒,

湿疹,皮 膚炎,奪 麻疹,小 児ス ト
ロフルス,神 経痛,リ ウマチ,腰 ・

背痛,妊 娠中毒,特 発性腎出血,

急性出血性膀胱炎,中耳炎,副 鼻腔

炎,ロ 内炎,プ リクテン,結 膜炎,

角膜炎,薬 物副作用,薬 物過敏症

など
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